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Production 製品仕様

はじめに

ザイ リ ンクスの LogiCORE™ IP JESD204 PHY コアは、送信お
よび受信コア間で 1 つの MGT チャネルを簡単に共有可能に
する、 JESD204B 物理インターフェイスをインプ リ メ ン ト し
ます。 このコアは、 スタンドアロンで使用するこ とを目的と
したものではなく、 JESD204 コアと併用する場合のみ使用で
きます。

注記 : このコアは、 JESD204 IP で使用する場合を除いてプリ
プロダクシ ョ ン用であ り、JESD204 IP のサンプル デザインで
使用する場合のみスタンドアロン IP と して提供されます。

機能

• JEDEC® JESD204B [参照 1] 向け

• 1 から  12 レーンのコンフ ィギュレーシ ョ ンをサポート

• サブクラス  0、 1、 および 2 をサポート

• 物理層機能を提供

• TX および RX コア間の ト ランシーバー共有をサポート

IP の概要

この LogiCORE IP について

コアの概要

サポート される

デバイス

ファ ミ リ (1)

UltraScale™ アーキテクチャ  、
Zynq®-7000 All Programmable SoC、 7 シ リーズ

サポート される

ユーザー 
インターフェイス

N/A

リ ソース 表 2-1、 表 2-2、 表 2-3 を参照

コアに含まれるもの

デザイン ファイル RTL

サンプル デザイン Verilog

テス トベンチ Verilog

制約ファイル XDC

シ ミ ュレーシ ョ ン

モデル
Verilog

サポート される

ソフ ト ウェア

ド ラ イバー

N/A

テスト済みデザイン フロー (2)

デザイン入力 Vivado® Design Suite

シ ミ ュレーシ ョ ン

サポート されるシ ミ ュレータについては、

『Vivado Design Suite ユーザー ガイ ド  : リ リー

ス  ノート、 インス トールおよびライセンス』

を参照

合成 Vivado 合成

サポート

japan.xilinx.com/support で提供

注記 :
1. サポート されているデバイスの一覧は、 Vivado IP カタログを参

照して ください。

2. サポート されているツールのバージ ョ ンは、『Vivado Design Suite
ユーザー ガイ ド  : リ リース  ノー ト、 インス トールおよびライセ

ンス』 を参照してください。

http://japan.xilinx.com/cgi-bin/docs/rdoc?v=latest;d=ug973-vivado-release-notes-install-license.pdf
http://japan.xilinx.com/cgi-bin/docs/rdoc?v=latest;d=ug973-vivado-release-notes-install-license.pdf
http://japan.xilinx.com/support
http://japan.xilinx.com/cgi-bin/docs/rdoc?v=latest;d=ug973-vivado-release-notes-install-license.pdf
http://japan.xilinx.com/cgi-bin/docs/rdoc?v=latest;d=ug973-vivado-release-notes-install-license.pdf
http://japan.xilinx.com/cgi-bin/docs/rdoc?v=latest;d=ug973-vivado-release-notes-install-license.pdf
http://japan.xilinx.com
http://japan.xilinx.com/about/feedback.html?docType=Product_Guide&docId=PG198&Title=JESD204%20PHY%20v1.0%20LogiCORE%20IP%20%26%2335069%3B%26%2321697%3B%26%2312460%3B%26%2312452%3B%26%2312489%3B&releaseVersion=1.0&docPage=3
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第 1 章

概要
LogiCORE™ IP JESD204 PHY コアは、 JESD204B 物理インターフェイスをインプリ メン ト します。 GTX、 GTH、 また
は GTP ト ランシーバーを用いて、 1 から  12 レーン上で 1 ～ 12.5Gb/s の間の任意のライン レート をサポート します (
各デバイスおよびファ ミ リでサポート される最大ライン レートについては、 「参考資料」 に示すデバイス  データシー
ト を参照)。 JESD204 PHY コアは、 送信および受信のライン レート を個別に設定できます。

図 1-1 に、 サンプル デザイン内に共有ロジッ クを持つ JESD204 PHY コアのブロッ ク図を示します。

X-Ref Target - Figure 1-1

図 1-1 : JESD204 PHY のブロック図 : 共有ロジックをサンプル デザインに含む

http://japan.xilinx.com
http://japan.xilinx.com/about/feedback.html?docType=Product_Guide&docId=PG198&Title=JESD204%20PHY%20v1.0%20LogiCORE%20IP%20%26%2335069%3B%26%2321697%3B%26%2312460%3B%26%2312452%3B%26%2312489%3B&releaseVersion=1.0&docPage=4
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図 1-2 に、 コア内に共有ロジッ クを持つ JESD204 PHY コアのブロ ッ ク図を示します。

JESD204 PHY コアは JESD204 と併用する と、 ザイ リ ン ク ス  Vivado® Design Suite を使用して完全に検証されたソ
リ ューシ ョ ン デザインを実現でき ます。 さ らに、 Verilog でもサンプル デザインが提供されています。 詳細は、
『JESD204 製品ガイ ド』 (PG066) [参照 2] を参照してください。

X-Ref Target - Figure 1-2

図 1-2 : JESD204 PHY のブロック図 : 共有ロジックをコアに含む

http://japan.xilinx.com
http://japan.xilinx.com/about/feedback.html?docType=Product_Guide&docId=PG198&Title=JESD204%20PHY%20v1.0%20LogiCORE%20IP%20%26%2335069%3B%26%2321697%3B%26%2312460%3B%26%2312452%3B%26%2312489%3B&releaseVersion=1.0&docPage=5
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アプリケーシ ョ ン
JESD204 PHY コアは、 JESD204 コアのサブコアです。 アプリ ケーシ ョ ンの詳細は、 『JESD204 製品ガイ ド』 (PG066) 
[参照 2] を参照して ください。 図 1-3 に、 JESD204 デザインで使用されている  JESD204 PHY を示します。

ライセンスおよび注文情報
このザイ リ ンクス  LogiCORE™ IP モジュールは、 ザイ リ ンクス  エンドユーザー ライセンス規約のも とザイ リ ンクス
Vivado Design Suite を使用して追加コス ト なしで提供されています。 この IP およびその他のザイ リ ンクス  LogiCORE
IP に関する情報は、 ザイ リ ンクス  IP コア ページから入手できます。 その他のザイ リ ンクス  LogiCORE IP モジュール
およびツールの価格や提供状況については、 ザイ リ ンクス販売代理店にお問い合わせください。

X-Ref Target - Figure 1-3

図 1-3 : JESD204 ソリューシ ョ ンで使用されている  JESD204 PHY

http://japan.xilinx.com
http://japan.xilinx.com/ise/license/license_agreement.htm
http://japan.xilinx.com/products/intellectual-property/index.htm
http://japan.xilinx.com/company/contact/index.htm
http://japan.xilinx.com/about/feedback.html?docType=Product_Guide&docId=PG198&Title=JESD204%20PHY%20v1.0%20LogiCORE%20IP%20%26%2335069%3B%26%2321697%3B%26%2312460%3B%26%2312452%3B%26%2312489%3B&releaseVersion=1.0&docPage=6
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第 2 章

製品仕様
この章では、 リ ソース使用状況と  JESD204 PHY コアのポートについて詳述します。

パフォーマンス
このコアは JESD204B のパフォーマンス仕様に準拠しています。 最大シ リ アル ラ イン レートは、 選択したデバイス
の最大 GTX/GTP/GTH ラ イン レートで制限されます。 付録 C の 「参考資料」 に示す、 該当するデバイス  データシー
ト を参照してください。

リソース使用状況
表 2-1、 表 2-2、 および表 2-3 に、 各種コアオプシ ョ ンのリ ソース概数を示します。

表 2-1 : GTXE2/GTHE2 デバイスのリソース量 (XC7K325T FFG900 -2)

ト ランシーバー数 FF LUT BUFG

1 351 223 5

2 402 262 5

3 455 302 5

4 506 338 5

5 559 377 5

6 610 413 5

7 663 455 5

8 714 494 5

9 767 531 5

10 818 567 5

11 871 608 5

12 922 648 5

http://japan.xilinx.com
http://japan.xilinx.com/about/feedback.html?docType=Product_Guide&docId=PG198&Title=JESD204%20PHY%20v1.0%20LogiCORE%20IP%20%26%2335069%3B%26%2321697%3B%26%2312460%3B%26%2312452%3B%26%2312489%3B&releaseVersion=1.0&docPage=7
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表 2-2 : GTPE2 デバイスのリソース量 (XC7A200T FBG676 -2)

ト ランシーバー数 FF LUT BUFG

1 406 276 6

2 531 377 6

3 656 476 6

4 781 577 6

5 906 676 6

6 1031 775 6

7 1156 876 6

8 1281 977 6

表 2-3 : GTHE3 デバイスのリソース量 (XCVU095 FFVD 1924 -2 E ES1)

ト ランシーバー数 FF LUT BUFG BUFG_GT

1 440 252 3 1

2 711 424 3 2

3 982 658 3 3

4 1253 854 3 4

5 1524 1050 3 5

6 1795 1246 3 6

7 2066 1447 3 7

8 2337 1643 3 8

9 2608 1839 3 9

10 2879 2035 3 10

11 3150 2231 3 11

12 3421 2432 3 12

http://japan.xilinx.com
http://japan.xilinx.com/about/feedback.html?docType=Product_Guide&docId=PG198&Title=JESD204%20PHY%20v1.0%20LogiCORE%20IP%20%26%2335069%3B%26%2321697%3B%26%2312460%3B%26%2312452%3B%26%2312489%3B&releaseVersion=1.0&docPage=8
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ポートの説明
このセクシ ョ ンでは、 JESD204 PHY ポートについて説明します。

クロックおよびリセッ ト  ポート

生成されたコア コンポーネン ト上で利用可能なクロ ッ クおよびリセッ ト  ポートは、 コアをカスタマイズする際に選
択した共有ロジッ クに依存します。 表 2-4 に、 コアの設定にかかわらず利用可能なポート を示します。

表 2-5 に、 サンプル デザイン内で共有ロジッ クを使用する場合にのみ利用可能なポート を示します。

表 2-4 : 共通のクロックおよびリセッ ト  ポート

信号名 方向 説明

クロック

tx_core_clock 入力 ト ランシーバーの txusrclk2 を駆動するために使用される、JESD204 コアの
ロジッ ク  ク ロ ッ クです。 周波数 = シ リ アル ライン レート /40

rx_core_clock 入力 ト ランシーバーの rxusrclk2 を駆動するために使用される、JESD204 コアの
ロジッ ク  ク ロ ッ クです。 周波数 = シ リ アル ライン レート /40

txoutclk 出力 ト ランシーバーからの出力クロ ッ クです。 Subclass 0 モードでは、
JESD204 コアのクロ ッ ク と して使用可能です。

rxoutclk 出力 ト ランシーバーからの出力クロ ッ クです。 Subclass 0 モードでは、
JESD204 コアのクロ ッ ク と して使用可能です。

リセッ ト

tx_reset_gt 入力 コアの非同期ロジッ クのリセッ トです。

rx_reset_gt 入力 コアの非同期ロジッ クのリセッ トです。

表 2-5 : サンプル デザイン内の共有ロジックのクロックおよびリセッ ト

信号名(1) 方向 説明

クロック

txusrclk 入力 GTP デバイスにのみ存在します。 ト ランシーバーへの入力クロ ッ クです。

rxusrclk 入力 GTP デバイスにのみ存在します。 ト ランシーバーへの入力クロ ッ クです。

commonM_qpll_clk_in 入力 QPLL (クワ ッ ド  M) のクロ ッ ク入力です。 常に存在します。

commonM_qpll_refclk_in 入力 QPLL (クワ ッ ド  M) のクロ ッ ク入力です。 常に存在します。

commonM_pll0_clk_in 入力 PLL (クワッ ド  M) のクロッ ク入力です。PLL0 が選択された場合のみ存在します。

commonM_pll0_refclk_in 入力 PLL (クワッ ド  M) のクロッ ク入力です。PLL0 が選択された場合のみ存在します。

commonM_pll1_clk_in 入力 PLL (クワッ ド  M) のクロッ ク入力です。PLL0 が選択された場合のみ存在します。

commonM_pll1_refclk_in 入力 PLL (クワッ ド  M) のクロッ ク入力です。PLL1 が選択された場合のみ存在します。

commonM_qpll0_clk_in 入力 QPLL (クワ ッ ド  M) のクロ ッ ク入力です。 QPLL0 が選択された場合のみ存在
します。

commonM_qpll0_refclk_in 入力 QPLL (クワ ッ ド  M) のクロ ッ ク入力です。 QPLL0 が選択された場合のみ存在
します。

commonM_qpll1_clk_in 入力 QPLL (クワ ッ ド  M) のクロ ッ ク入力です。 QPLL1 が選択された場合のみ存在
します。

http://japan.xilinx.com
http://japan.xilinx.com/about/feedback.html?docType=Product_Guide&docId=PG198&Title=JESD204%20PHY%20v1.0%20LogiCORE%20IP%20%26%2335069%3B%26%2321697%3B%26%2312460%3B%26%2312452%3B%26%2312489%3B&releaseVersion=1.0&docPage=9
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表 2-6 に、 コア内で共有ロジッ クを使用する場合にのみ利用可能なポート を示します。

commonM_qpll1_refclk_in 入力 QPLL (クワ ッ ド  M) のクロ ッ ク入力です。 QPLL1 が選択された場合のみ存在
します。

リセッ ト

qpll_reset_out 出力 コモン ブロ ッ クを リセッ トするための、 ト ランシーバー ロジッ クからの リ
セッ ト出力です。 QPLL が選択された場合のみ存在します。

commonM_pll0_reset_out 出力 コモン ブロッ クを リセッ トするために使用される、 ト ランシーバー ロジッ ク
からのリセッ ト出力です。 PLL0 が選択された場合のみ存在します。

commonM_pll1_reset_out 出力 コモン ブロッ クを リセッ トするために使用される、 ト ランシーバー ロジッ ク
からのリセッ ト出力です。 PLL1 が選択された場合のみ存在します。

pll_reset_out 出力 コモン ブロ ッ クを リセッ トするために使用される、 ト ランシーバーからの
リセッ ト出力です。 UltraScale デバイスにのみ存在します。

mmcm_reset 出力 MMCM を リセッ トするための、 ト ランシーバーからのリセッ ト出力です。
GTP デバイスにのみ存在します。

1. M = クワ ッ ド数 –1 です。

表 2-6 : コア内の共有ロジックのクロック

信号名(1) 方向 説明

クロック

commonM_qpll_clk_out 出力 QPLL (クワ ッ ド  M) からのクロ ッ ク出力です。QPLL がイネーブルの場合の
み存在します。

commonM_qpll_refclk_out 出力 QPLL (クワ ッ ド  M) からのクロ ッ ク出力です。QPLL がイネーブルの場合の
み存在します。

commonM_qpll_lock_out 出力 QPLL (クワ ッ ド  M) からのロ ッ ク出力です。QPLL がイネーブルの場合のみ
存在します。

commonM_pll0_clk_out 出力 PLL (クワ ッ ド  M) からのクロ ッ ク出力です。PLL0 がイネーブルの場合のみ
存在します。

commonM_pll0_refclk_out 出力 PLL (クワ ッ ド  M) からのクロ ッ ク入力です。PLL0 がイネーブルの場合のみ
存在です。

commonM_pll0_lock_out 出力 PLL0 (クワ ッ ド  M) からのロ ッ ク出力です。 PLL0 がイネーブルの場合のみ
存在します。

commonM_pll1_clk_out 出力 PLL (クワ ッ ド  M) からのクロ ッ ク出力です。PLL0 がイネーブルの場合のみ
存在します。

commonM_pll1_refclk_out 出力 PLL (クワ ッ ド  M) からのクロ ッ ク出力です。PLL1 がイネーブルの場合のみ
存在します。

commonM_pll1_lock_out 出力 PLL1 (クワ ッ ド  M) からのロ ッ ク出力です。 PLL1 がイネーブルの場合のみ
存在します。

commonM_qpll0_clk_out 出力 QPLL (クワ ッ ド  M) からのクロ ッ ク出力です。 QPLL0 がイネーブルの場合
のみ存在します。

commonM_qpll0_refclk_out 出力 QPLL (クワ ッ ド  M) からのクロ ッ ク出力です。 QPLL0 がイネーブルの場合
のみ存在します。

commonM_qpll0_lock_out 出力 QPLL0 (クワ ッ ド  M) からのロッ ク出力です。QPLL0 がイネーブルの場合の
み存在します。

表 2-5 : サンプル デザイン内の共有ロジックのクロックおよびリセッ ト  (続き)

信号名(1) 方向 説明
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ト ランシーバー インターフェイス ポート  - TX
表 2-7 または表 2-8 に示すよ うに、任意のコア コンポーネン ト上で利用可能な ト ランシーバー ポートは、コアをカス
タマイズする際に選択した共有ロジッ クに依存します。

ト ランシーバー インターフェイス ポート  - RX
表 2-9 または表 2-10 に示すよ うに、 任意のコア コンポーネン ト上で利用可能な ト ランシーバー ポートは、 コアをカ
スタマイズする際に選択した共有ロジッ クに依存します。

commonM_qpll1_clk_out 出力 QPLL (クワ ッ ド  M) からのクロ ッ ク出力です。 QPLL1 がイネーブルの場合
のみ存在します。

commonM_qpll1_refclk_out 出力 QPLL (クワ ッ ド  M) からのクロ ッ ク出力です。 QPLL1 がイネーブルの場合
のみ存在します。

commonM_qpll1_lock_out 出力 QPLL1 (クワ ッ ド  M) からのロッ ク出力です。QPLL1 がイネーブルの場合の
み存在します。

1. M = クワ ッ ド数 –1 です。

表 2-7 : ト ランシーバー インターフェイス ポート  - サンプル デザイン内の共有ロジック

信号名 方向 説明

gtN_txdata[31:0] 入力 ト ランシーバーへの TX データです。 N = 0 ...[レーン数 -1]

gtN_txcharisk[3:0] 入力 ト ランシーバーへの K 符号である  TX Char 符号です。N = 0 ...[レーン数 -1]

gt_prbssel[2:0](1)
入力 ト ランシーバーへの PRBS 選択です。

1. UltraScale デバイスでは、 gt_prbssel 幅は [3:0] です。

表 2-8 : TX コア : ト ランシーバー インターフェイス ポート  - コア内の共有ロジック

信号名 方向 説明

txp_out[N:0] 出力
差動シ リ アル データ出力の正側です。
N = (レーン数 -1)

txn_out[N:0] 出力
差動シ リ アル データ出力の負側です。
N = (レーン数 -1)

表 2-9 : ト ランシーバー インターフェイス ポート  - サンプル デザイン内の共有ロジック

信号名 方向 説明

gtN_rxdata[31:0] 出力 ト ランシーバーからの RX データです。 N = 0 ...[レーン数 -1]

gtN_rxcharisk[3:0] 出力 ト ランシーバーからの K 符号である  RX Char 符号です。N = 0 ...[レーン数 -1]

gtN_rxdisperr[3:0] 出力 ト ランシーバーからの RX ディ スパリティ  エラーです。N = 0 ...[レーン数 -1]

gtN_rxnotintable[3:0] 出力 ト ランシーバーからの RX Not In Table 信号です。 N = 0 ...[レーン数 -1]

表 2-6 : コア内の共有ロジックのクロック  (続き)

信号名(1) 方向 説明
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表 2-10 : RX コア : ト ランシーバー インターフェイス ポート  - コア内の共有ロジック

信号名 方向 説明

rxp_in[N:0] 入力
差動シ リ アル データ入力の正側です。
N = (レーン数 -1)

rxn_in[N:0] 入力
差動シ リ アル データ入力の負側です。
N = (レーン数 -1)
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ト ランシーバー デバッグ インターフェイス

ト ランシーバー デバッグ インターフェイスがある場合、 デバッグ用の ト ランシーバー制御およびステータス  ピンが
利用できます。 これらのピンの詳細は、 該当する ト ランシーバー ユーザー ガイ ド  ( 『UltraScale アーキテクチャ  GTH
ト ランシーバー ユーザー ガイ ド』 (UG576) [参照 10]、『7 シ リーズ FPGA GTX/GTH ト ランシーバー ユーザー ガイ ド』
(UG476) [参照 11]、または 『7 シ リーズ FPGA GTP ト ランシーバー ユーザー ガイ ド』 (UG482) [参照 12]) を参照してく
ださい。 このインターフェイスは、 コアの生成時に [Include Shared Logic in core] および [Additional transceiver control
and status ports] をオンにした場合にのみ、 コア上に存在します。

表 2-11 : オプシ ョ ンのト ランシーバー デバッグ ポート  (7 シリーズ デバイス)

信号名(1)(2) 方向 説明

gtN_loopback[2:0] 入力

ト ランシーバーのループバッ クです。

• 000 : ループバッ クなし

• 001 : 近端 PCS ループバッ ク

• 010 : 近端 PMA ループバッ ク

• 100 : 遠端 PMA ループバッ ク

• 110 : 遠端 PCS ループバッ ク

gtN_txpostcursor[4:0] 入力 送信差動ド ライバー制御 (TX のみ) です。

gtN_txprecursor[4:0] 入力 送信差動ド ライバー制御 (TX のみ) です。

gtN_txdiffctrl[3:0] 入力 送信差動ド ライバー制御 (TX のみ) です。

gtN_txpolarity 入力 送信極性制御 (TX のみ) です。

gtN_rxpolarity 入力 受信極性制御 (RX のみ) です。

gtN_cplllock_out
出力

チャネル PLL が入力基準クロ ッ クにロ ッ ク したこ とを示す、 アクティ
ブ High 信号です。

gtN_eyescandataerror_out 出力 EYESCAN エラーが発生する とアサート されます。

gtN_eyescanreset_in 入力
EYESCAN のリセッ ト  シーケンスを開始するため、 このポートは High
パルスで駆動されます。

gtN_eyescantrigger_in 入力
このポート を High にする と、EYESCAN ト リ ガー イベン トが発生しま
す。

gtN_rxbufreset_in 入力
RX エラスティ ッ ク  バッファーのリセッ ト  シーケンスを開始するため、
このポートは High 駆動された後ディアサート されます。

gtN_rxbufstatus_out[2:0] 出力 RX エラスティ ッ ク  バッファー ステータスです。

gtN_rxbyteisaligned_out 出力 RX バイ ト  アライ メン ト  ステータスです。

gtN_rxbyterealign_out 出力 RX バイ ト  アライ メン トが変更されたこ とを示します。

gtN_rxcdrhold_in 入力 CDR 制御ループを停止状態に保持します。

gtN_rxcommadet_out 出力 RX カンマ検出です。

gtN_rxdfelpmreset_in 入力 DFE リセッ トです。

gtN_rxlpmen_in 入力 LPM モード  イネーブルです。

gtN_rxmonitorout_out 出力 RX モニター出力です。

gtN_rxmonitorsel_in 入力 RX モニター出力のモード選択です。

gtN_rxpcsreset_in 入力 PCS リセッ トです。

gtN_rxpd_in[1:0] 入力 RX パワー ダウンです。

gtN_rxpmareset_in 入力 PMA リセッ トです。

gtN_rxprbscntreset_in 入力 RX PRBS カウンター リセッ トです。
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gtN_rxprbserr_out 出力 RX PRBS エラー検出です。

gtN_rxprbssel_in 入力 RX PRBS 選択です。

gtN_rxresetdone_out 出力 RX リセッ ト完了です。

gtN_rxstatus_out[2:0] 出力 RX ステータスおよびエラー コードをエンコード します。

gtN_txbufstatus_out[1:0] 出力 TX エラスティ ッ ク  バッファー ステータスです。

gtN_txpcsreset_in 入力 TX PCS リセッ トです。

gtN_txpd_in 入力 TX パワー ダウンです。

gtN_txpmareset_in 入力 TX PMA リセッ トです。

gtN_txprbsforceerr_in 入力 TX PRBS 強制エラーです。

gtN_txresetdone_out 出力 TX リセッ ト完了です。

gtN_rxlpmhfhold_in 入力 (GTP のみ) LPM モード制御です。

gtN_rxlpmhfoverden_in 入力 (GTP のみ) LPM モード制御です。

gtN_rxlpmlfhold_in 入力 (GTP のみ) LPM モード制御です。

注記 :

1. N はト ランシーバー チャネル数です。

2. 7 シ リーズ デバイスから  UltraScale アーキテクチャ  デバイスへ移行する場合、 シングル レーン コアでは、 オプシ ョ ンの ト ラン

シーバー デバッグ ポートの接頭辞が gt0、 gt1 から  gt へ変更され、接尾辞 _in および _out が削除されます。マルチレーン 
コアの場合、 接頭辞が付いたオプシ ョ ンの ト ランシーバー ポート  gt(n) は 1 つのポートに集約されます (表 2-12 参照)。

表 2-12 : オプシ ョ ンのト ランシーバー デバッグ ポート  (UltraScale アーキテクチャ  デバイス)

信号名(1) 方向 説明

gtN_drpaddr [8:0] 入力 DRP アドレス  バスです。

gtN_drpdi [15:0] 入力
FPGA ロジッ クから ト ランシーバーへコンフ ィギュレーシ ョ ン データを書
き込むためのデータ  バスです。

gtN_drpen 入力

DRP のイネーブル信号です。

• 0 : 読み出しまたは書き込み処理が無効

• 1 : 読み出しまたは書き込み処理が有効

gtN_drpwe 入力

DRP の書き込みイネーブル信号です。

• 0 : DEN が 1 のと きに読み出し処理を実行

• 1 : DEN が 1 のと きに書き込み処理を実行

gtN_drpdo [15:0] 出力
GTX/GTH ト ランシーバーから  FPGA ロジッ ク  リ ソースへコンフ ィ ギュ
レーシ ョ ン データを読み出すためのデータ  バスです。

gtN_drprdy 出力
DRP 書き込み処理が完了し、 データの読み出しが有効であるこ とを示しま
す。

gt_txpmareset 
[(レーン数 -1):0]

入力
TX PMA のリセッ ト  シーケンスを開始するため、 このポートは High パル
スで駆動されます。

gt_txpcsreset 
[(レーン数 -1):0]

入力 
TX PCS のリセッ ト  シーケンスを開始するため、このポートは High パルス
で駆動されます。

gt_txresetdone 
[(レーン数 -1):0]

出力
このポートが High の場合、TX のリセッ ト  シーケンスが完了したこ とを示
します。

表 2-11 : オプシ ョ ンのト ランシーバー デバッグ ポート  (7 シリーズ デバイス) (続き)

信号名(1)(2) 方向 説明
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gt_rxpmareset 
[(レーン数 -1):0]

入力
RX PMA のリセッ ト  シーケンスを開始するため、 このポートは High パル
スで駆動されます。

gt_rxpcsreset 
[(レーン数 -1):0]

入力
RX PCS のリセッ ト  シーケンスを開始するため、このポートは High パルス
で駆動されます。

gt_rxbufreset 
[(レーン数 -1):0]

入力
RX エラスティ ッ ク  バッファーのリセッ ト  シーケンスを開始するため、 こ
のポートは High 駆動された後ディアサート されます。

gt_rxpmaresetdone 
[(レーン数 -1):0]

出力
このポートが High の場合、 RX PMA のリセッ ト  シーケンスが完了したこ
とを示します。

gt_rxresetdone 
[(レーン数 -1):0]

出力
このポートが High の場合、RX のリセッ ト  シーケンスが完了したこ とを示
します。

gt_txbufstatus 
[(レーン数 *2)-1:0]

出力 エラスティ ッ ク  バッファー ステータスです。

gt_rxbufstatus 
[(レーン数 *3)-1:0]

出力 RX エラスティ ッ ク  バッファー ステータスです。

gt_cplllock [(レーン数 -1):0] 出力
チャネル PLL が入力基準ク ロ ッ クにロ ッ ク したこ と を示す、 アクテ ィブ
High 信号です。

gt_rxrate [(レーン数 *3)-1:0] 入力 リ ンク信号レート制御です。

gt_eyescantrigger 
[(レーン数 -1):0]

入力 このポートが High の場合、 EYESCAN ト リ ガー イベン トが発生します。

gt_eyescanreset 
[(レーン数 -1):0]

入力 
EYESCAN のリセッ ト  シーケンスを開始するため、 このポートは High パ
ルスで駆動されます。

gt_eyescandataerror 
[(レーン数 -1):0]

出力 EYESCAN エラーが発生する とアサート されます。

gt_loopback 
[(レーン数 *3)-1:0]

入力

ト ランシーバーのループバッ クです。

• 000 : ループバッ クなし

• 001 : 近端 PCS ループバッ ク

• 010 : 近端 PMA ループバッ ク

• 100 : 遠端 PMA ループバッ ク

• 110 : 遠端 PCS ループバッ ク

gt_rxpolarity 
[(レーン数 -1):0]

入力 High に設定する と、 入力シ リ アル データが反転します。

gt_txpolarity 
[(レーン数 -1):0]

入力 High に設定する と、 出力シ リ アル データが反転します。

gt_rxdfelpmreset 
[(レーン数 -1):0]

入力 LPM および DFE データパスのリセッ トです。

gt_rxlpmen [(レーン数 -1):0] 入力 1 に設定する と、 LPM データパスを選択します。

gt_txprecursor 
[(レーン数 *5)-1:0]

入力 ト ランス ミ ッ ター プリ カーソルのプリエンファシスを制御します。

gt_txpostcursor 
[(レーン数 *5)-1:0]

入力 ト ランス ミ ッ ター ポス ト カーソルのプリエンファシスを制御します。

gt_txdiffctrl 
[(レーン数 *4)-1:0]

入力 ド ライバーの強度を制御します。

gt_txprbsforceerr 
[(レーン数 -1):0]

入力 High に設定する と、 PRBS ト ランス ミ ッ ターでエラーが発生します。

表 2-12 : オプシ ョ ンのト ランシーバー デバッグ ポート  (UltraScale アーキテクチャ  デバイス) (続き)

信号名(1) 方向 説明
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gt_rxprbssel 
[(レーン数 *4)-1:0]

入力 レシーバーの PRBS チェッカーのテス ト  パターンを制御します。

gt_rxprbserr 
[(レーン数 -1):0]

入力 このポートが High の場合、 PRBS エラーが発生したこ とを示します。

gt_rxprbscntreset 
[(レーン数 -1):0]

入力 PRBS エラー カウンターを リセッ ト します。

gt_rxcdrhold 

[(レーン数 -1):0]
入力 CDR 制御ループを停止状態に保持します。

gt_dmonitorout 
[(レーン数 *15-1):0]

出力 デジタル モニター出力バスです。

gt_rxdisperr 
[(レーン数 *4-1):0]

出力 レシーバーのディ スパリティ  エラーのステータス信号です。

gt_rxnotintable 
[(レーン数 *4-1):0]

出力 レシーバーの Not In Table エラーのステータス信号です。

gt_rxcommadet 
[(レーン数 -1):0]

出力
このポートが High の場合、 カンマ アライ メン ト  ブロ ッ クが有効なカンマ
を検出したこ とを示します。

gt_rxpd [(レーン数 -1):0] 入力 RX パワー ダウンです。

gt_txpd [(レーン数 -1):0] 入力 TX パワー ダウンです。

1. N はト ランシーバー チャネル数です。

表 2-12 : オプシ ョ ンのト ランシーバー デバッグ ポート  (UltraScale アーキテクチャ  デバイス) (続き)

信号名(1) 方向 説明
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コアを使用するデザイン
この章では、 コアを使用した設計をよ り容易にするためのガイ ド ラインおよび追加情報を紹介します。 JESD204 PHY
コアは、 次の 2 つのモードで使用できます。

• JESD204 PHY コアは、 JESD204 コアの生成時に自動的にインスタンシエート されます。 これはユーザーから透
過的に実行され、 すべてのポートおよびパラ メーターは JESD204 IP で制御されます。 このモードでの IP の使用
にはユーザーの操作は不要であ り、こ こではその使用方法は記載されていません。このモードの詳細は、『JESD204
製品ガイ ド』 (PG066) [参照 2] を参照して ください。 このモードは、 UltraScale™ デバイスを除くプロダクシ ョ ン
システムで完全にサポート されています。

• JESD204 PHY コアは、 JESD204 IP と併せて提供されるサンプル デザイン内で、 スタンドアロンの IP コアと して
インスタンシエート されます。 この場合、 JESD204 PHY IP の最上位はデザイン内のインスタンシエーシ ョ ンに
直接利用でき、 JESD204 PHY IP の GUI も利用できます。 こ こでは、 このモードでの JESD204 PHY の使用方法に
ついて説明します。

注記 : このモードは、 サンプルと してのみ提供されており、 プ リプロダクシ ョ ン用です。 いずれのデバイスにつ
いても、 プロダクシ ョ ン システムで使用するこ とは推奨されません。

一般的なデザイン  ガイド ライン
このセクシ ョ ンでは、 JESD204 PHY コアを用いたデザインを開始するにあたって有益な補足情報を説明します。

スターテ ィ ング ポイン ト と してサンプル デザインを使用

Vivado® Design Suite で作成された JESD204 PHY コアの各インスタンスは、FPGA にインプリ メン トおよびシ ミ ュレー
シ ョ ン可能なサンプル デザインを使用して構築されます。 サンプル デザインは、 独自デザインを構築するためのス
ターティング ポイン ト と して使用したり、 必要に応じてアプリ ケーシ ョ ンの問題を解決するために使用できます。

JESD204 PHY コアのサンプル デザインの使用およびカスタマイズ方法は、 第 5 章 「サンプル デザイン」 を参照して
ください。

難易度

JESD204 デザインは、 どのテク ノ ロジにインプリ メン トする場合でも困難であ り、 その難易度は次の要素によって異
なり ます。

• 最大システム ク ロ ッ ク周波数

• ターゲッ ト  デバイス  アーキテクチャ

• アプリ ケーシ ョ ンの特徴

すべての JESD204 のインプリ メンテーシ ョ ンでは、システム性能の要件に注意を払う必要があ り ます。パイプライン
処理、 ロジッ ク  マップ、 配置制約、 およびロジッ ク複製は、 システム性能を向上させる最適な手段です。
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クロッ ク
このセクシ ョ ンでは、JESD204 PHY コアおよびト ランシーバーのクロ ッキングのために利用可能なオプシ ョ ンについ
て説明します。 JESD204 PHY コアでは、 次のクロ ッ クが使用されます。

• DRP クロ ッ ク  (UltraScale デバイスのみ) : GTHE3 UltraScale デバイスの ト ランシーバーには、 内部用および
JESD204 PHY コア内のリセッ ト  ステート  マシン用に、 補助クロ ッ クが必要です。 DRP で許容される最小および
最大クロッ ク周波数については、 該当するデバイス  ファ ミ リのデータシート を参照してください。

• コア ク ロ ッ ク  : JESD204 PHY コアは 32 ビッ ト  (4 バイ ト ) データパスを使用して動作します。 そのため、 コア ロ
ジッ ク用のデバイス  ク ロ ッ クは、バイ ト  ク ロ ッ ク  レートの 4 分の 1 (シ リ アル ライン レートの 1/40) で動作しま
す。 JESD204 と  JESD204 PHY コアの場合は、 このクロ ッ クがコア ク ロ ッ ク と して参照されます。

• 基準クロ ッ ク  : GTP/GTX/GTH シ リアル ト ランシーバーには、デバイスおよびスピード  グレードに応じた、安定
した低ジッ ターの基準クロ ッ クが必要です。 場合によっては、 基準ク ロ ッ ク と コア ク ロ ッ クに同一ソースのク
ロ ッ クを供給できます。 GUI で CPLL と  QPLL の両方を選択した場合は、 2 つの基準クロ ッ クが必要です。

リセッ ト
送信および受信方向に対して個別の リ セッ ト が用意されています。 これによ り、 送信 JESD204 リ ン クおよび受信
JESD204 リ ンクからそれぞれ JESD204 PHY コアを使用できます。システム リセッ トはあ り ません。 システム リセッ
トの際は、 JESD204 PHY に付属する  JESD204 コアに JESD204 PHY を リセッ ト させます。

• 送信リセッ ト  : 送信リセッ トの入力によって、 ト ランシーバーの送信ロジッ クを完全にリセッ トするシーケンス
が開始され、 リセッ ト  シーケンスが完了する と  tx_reset_done がアサート されます。

• 受信リセッ ト  : 受信リセッ トの入力によって、 ト ランシーバーの受信ロジッ クを完全にリセッ トするシーケンス
が開始され、 リセッ ト  シーケンスが完了する と  rx_reset_done がアサート されます。

プロ ト コルの説明
プロ ト コルの詳細は、 『JESD204 製品ガイ ド』 (PG066) [参照 2] を参照してください。
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デザイン フローの手順
この章では、 コアのカスタマイズと生成、 制約、 およびシ ミ ュレーシ ョ ン/合成/インプ リ メ ンテーシ ョ ンの手順につ
いて説明します。 一般的な Vivado® デザイン フローについては、 次の 『Vivado Design Suite ユーザー ガイ ド』 を参照
してください。

• 『Vivado Design Suite ユーザー ガイ ド  : IP を使用した設計』 (UG896) [参照 3]

• 『Vivado Design Suite ユーザー ガイ ド  : 入門』 (UG910) [参照 5]

• 『Vivado Design Suite ユーザー ガイ ド  : ロジッ ク  シ ミ ュレーシ ョ ン』 (UG900) [参照 6]

コアのカスタマイズおよび生成
こ こでは、 ザイ リ ンクス  ツールを使用し、 Vivado® Design Suite でコアをカスタマイズおよび生成する方法について
説明します。

IP はユーザー デザインに合わせてカスタマイズできます。 それには、 IP コアに関連する各種パラ メーターの値を次
の手順に従って指定します。

1. IP カタログから  IP を選択します。

2. 選択した IP をダブルク リ ッ クするか、 ツールバーまたは右ク リ ッ ク  メニューから  [Customize IP] コマンドをク
リ ッ ク します。

詳細は、 『Vivado Design Suite ユーザー ガイ ド  : IP を使用した設計』 (UG896) [参照 4] および 『Vivado Design Suite ユー
ザー ガイ ド  : 入門』 (UG910) [参照 5] を参照してください。

注記 : この章の図には Vivado IDE のスク リーンシ ョ ッ トが使用されていますが、現在のバージ ョ ンとはレイアウ トが
異なる場合があ り ます。
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[Configuration] タブ

• [Number of Channels]

° [Lanes per Link] : コアは、 1 から  12 レーンをサポート します。送信レーン数は、常に受信レーン数と一致し
ます。 非対称インターフェイスでは、 複数のコアを作成でき、 1 つの JESD204 コアに対して複数の PHY コ
アを接続できます。

• [Transceiver Parameters]、 [Transmitter]、 および [Receiver]

° [Line Rate] : 送信および受信についてシ リ アル ライン レート  (Gbps) を個々に選択できます。 最小レートは
1Gbps で、 最大レートは選択したデバイスおよびスピード  グレードに依存します。

° [Reference Clock] : 基準クロ ッ クは、 ド ロ ップダウン リ ス トから選択します。 このリ ス トには、 選択された
ライン レートに対して有効な基準クロ ッ クの一覧が表示されます。 送信と受信に対して異なる  PLL が選択
されている場合のみ、 基準クロ ッ クを個別に選択できます。

° [PLL Type] : 送信と受信に対して QPLL または CPLL を選択します。 詳細と制約事項については、 該当する
デバイスの ト ランシーバーのユーザー ガイ ドを参照してください。

° [DRP Clock Frequency] : コアに供給される  DRP ク ロ ッ クの周波数です。 これによ り リセッ ト  ステート  マシ
ンでリセッ トの遅延を調整できます。

• [Transceiver Debug] : デバッグ用に、 ト ランシーバー制御およびステータス  ポート を選択して追加します。 詳細
は、 第 2 章の 「 ト ランシーバー デバッグ インターフェイス」 を参照してください。

[Shared Logic] タブ

コア内またはサンプル デザイン内に共有ロジッ ク含めて、JESD204 PHY を生成できます。JESD204 IP コアを JESD204
PHY と併用する場合は、 共有ロジッ クは必ずコア内に含まれている必要があ り ます。

X-Ref Target - Figure 4-1

図 4-1 : [Configuration] タブ
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ユーザー パラメーター

表 4-1 に、Vivado IDE の GUI フ ィールド と対応するユーザー パラ メーターの関係を示します。ユーザー パラ メーター
は Tcl コンソールで表示できます。

出力の生成

詳細は、 『Vivado Design Suite ユーザー ガイ ド  : IP を使用した設計』 (UG896) [参照 4] を参照してください。

コアへの制約
このセクシ ョ ンでは、 JESD204 コアを含むデザインの制約方法を説明します。制約は、コア作成時に生成される  XDC
を使用して適用されます。 IP のサンプル デザインと共に別の XDC ファ イルが生成されますが、ユーザー デザインで
使用するのはコア XDC ファ イルのみです。

必須の制約

このセクシ ョ ンでは、 コアの制約要件を説明します。制約は、 コアおよびサンプル デザインと共に生成される複数の
XDC ファ イルで提供され、 ユーザー デザインの制約の出発点となり ます。

このコアに関連する  3 つの XDC 制約ファイルを次に示します。

• <corename>_example_design.xdc

• <corename>_ooc.xdc

• <corename>.xdc

表 4-1 : GUI パラメーターと対応するユーザー パラメーター (1)

GUI パラメーター /値 ユーザー パラメーター /値 デフォルト値

Lanes per Link C_LANES 2

Line Rate

   Transmit GT_Line_Rate 6.25

   Receive RX_GT_Line_Rate 6.25

Reference Clock

   Transmit GT_REFCLK_FREQ 156.25

   Receive RX_GT_REFCLK_FREQ 156.25

PLL Type

   Transmit C_PLL_SELECTION 0

   Receive RX_PLL_SELECTION 0

DRP Clock Frequency DRPCLK_FREQ 10.0

Shared Logic SupportLevel 1

Transceiver Debug TransceiverControl false

1. パラ メーターおよびデフォルト値は、 選択したデバイスによって異なる場合があ り ます。
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最初のファイルは、 このサンプル デザインでのみ使用されるものです。 2 番目のファイルは、 このコアをラ ッパーな
しで合成できる  Out Of Context をサポートするために使用されます。 3 番目のファ イルは、 このコアの主要な XDC
ファ イルです。

クロック周波数

基準クロ ッ クおよびコア ク ロ ッ クの周波数の制約は、 コア生成時に選択したライン レートおよび基準クロ ッ クに大
き く依存します。 詳細は、 生成された XDC を参照してください。

クロック  ド メ イン

ク ロ ッ ク乗せ替えが発生するパスも複数存在します。 これらには、 管理インターフェイスが含まれます。 詳細は、 生
成された XDC ファ イルを参照してください。

クロック管理

基準クロ ッ クおよびコア ク ロ ッ クのリ ソースには、 最上位デザインに適したロケーシ ョ ン制約が必要です。

クロック配置

基準クロ ッ ク入力には、最上位デザインおよびト ランシーバーの配置に適したロケーシ ョ ン制約を与える必要があ り
ます。

コア ク ロ ッ ク入力が必要な場合は、 最上位デザインに適したロケーシ ョ ン制約を与える必要があ り ます。

バンク設定

すべてのポートには、 バンク設定の範囲内で、 最上位デザインに適したロケーシ ョ ン制約を与える必要があ り ます。

ト ランシーバーの配置

ト ランシーバーには、デザインに適したロケーシ ョ ン制約を与える必要があ り ます。 ト ランシーバーのロケーシ ョ ン
制約の例が、 サンプル デザインの XDC ファ イルに含まれている場合もあ り ます。 7 シ リーズ デバイスでは、 GT の
ロケーシ ョ ン制約がト ランシーバーの XDC ファ イル内にあ り ます。

I/O 規格と配置

すべてのポートには、 最上位デザインに適した I/O 規格およびロケーシ ョ ン制約を与える必要があ り ます。
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シ ミ ュレーシ ョ ン
Vivado シ ミ ュレーシ ョ ン コンポーネン ト について、 またサポー ト されているサードパーテ ィ  ツールについては、
『Vivado Design Suite ユーザー ガイ ド  : ロジッ ク  シ ミ ュレーシ ョ ン』 (UG900) [参照 6] を参照して ください。

合成およびインプリ メンテーシ ョ ン
合成およびインプ リ メンテーシ ョ ンの詳細は、『Vivado Design Suite ユーザー ガイ ド  : IP を使用した設計』 (UG896) [参
照 4] を参照してください。
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サンプル デザイン
この章では、 Vivado® Design Suite で提供されているサンプル デザインについて説明します。

JESD204 PHY コアは、 スタンドアロン ソ リ ューシ ョ ンで使用するこ とを目的と したものではあ り ませんが、 IP コア
のサンプル デザインは存在します。 このサンプル デザインには、 外部の TX から  RX へのループバッ クで動作でき、
または独立した RX/TX チャネル モード と して動作できる、簡単な例が含まれます。 JESD204 PHY IP コアの使用例の
詳細は、 JESD204 IP を含むサンプル デザインを参照してください [参照 2]。

サンプル デザインを開くには、 図 5-1 に示すよ うに、 IP を右ク リ ッ ク し、 [Open IP Example Design] を選択します。

X-Ref Target - Figure 5-1

図 5-1 : サンプル デザインを開く
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第 5 章 : サンプル デザイン

サンプル デザインは、 TX パス用のデータを内部で生成します。 入力データが 8'hBC である こ と を検証する単純な
チェッ ク機能が備わっている場合、 このデータを外部から確認でき、 また RX パスにフ ィードバッ クするこ と もでき
ます。

clks_in モジュールは、 選択したテク ノ ロジに応じて適切なクロ ッ ク  バッファーをクロ ッ ク  パス上に配置します。

シーケンサーは、サンプル デザインが入力データをテス トできるこ とを示すだけでなく、伝送されるデータの順序制
御を行います。 RX および TX チャネルの両方がリセッ ト状態から回復する と、 シーケンサーは K28.5 シンボルを送
出します。JESD204 データ  インターフェイス上で見られるよ うな 4 つの /R/…./A/ フレームが、その後に続きます。た
だし、 /Q/ と  14 バイ トの /Q/ データは送出されないこ とに注意が必要です。 これらは、 カウンター値をインク リ メン
トするだけです。

図 5-2 に、 サンプル デザインのブロ ッ ク図を示します。

図 5-3 と図 5-4 に、 異なる  PLL タイプおよび同じ  PLL タイプを持つクロ ッ ク構造をそれぞれ示します。

ヒン ト : RX および TX パスに対して異なる  PLL を選択した場合は、 refclk のポート名に 「rx」 または 「tx」 が付きま
す。 同じ  PLL を選択した場合は、 ポート名に 「common」 が付きます。

X-Ref Target - Figure 5-2

図 5-2 : サンプル デザインのブロック図
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第 5 章 : サンプル デザイン

X-Ref Target - Figure 5-3

図 5-3 : 異なる  PLL タイプを用いるクロック構造

http://japan.xilinx.com
http://japan.xilinx.com/about/feedback.html?docType=Product_Guide&docId=PG198&Title=JESD204%20PHY%20v1.0%20LogiCORE%20IP%20%26%2335069%3B%26%2321697%3B%26%2312460%3B%26%2312452%3B%26%2312489%3B&releaseVersion=1.0&docPage=26


JESD204 PHY v1.0 japan.xilinx.com 27
PG198 2014 年 10 月 1 日

第 5 章 : サンプル デザイン

X-Ref Target - Figure 5-4

図 5-4 : 同じ  PLL タイプを用いるクロック構造

http://japan.xilinx.com
http://japan.xilinx.com/about/feedback.html?docType=Product_Guide&docId=PG198&Title=JESD204%20PHY%20v1.0%20LogiCORE%20IP%20%26%2335069%3B%26%2321697%3B%26%2312460%3B%26%2312452%3B%26%2312489%3B&releaseVersion=1.0&docPage=27


JESD204 PHY v1.0 japan.xilinx.com 28
PG198 2014 年 10 月 1 日

第 6 章

テス トベンチ
この章では、 Vivado® Design Suite で提供されているテス トベンチについて説明します。 図 6-1 に、 テス トベンチのブ
ロ ッ ク図を示します。

レーンごとの波形およびチェッカー ブロ ッ クを生成するために階層が広く使用されており、波形エリ アに信号を簡単
に表示できます。

テス トベンチは、 デザインで必要なすべてのク ロ ッ クを備えています。 TX および RX のライン レートが同じ場合、
IP 構築時のシ ミ ュレーシ ョ ン用にループバッ ク  パスが自動的に選択されます。

最上位には、 イベン ト  メ ッセージング機能が複数備えられており、 レーンがリセッ ト状態から回復したと き、および
RX と  TX チャネルで使用されるビッ ト  レート を示します。 タイムアウ ト機能も含まれます。

X-Ref Target - Figure 6-1

図 6-1 : テストベンチのブロック図
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第 6 章 : テストベンチ

データ生成機能および検証機能は、 最上位テス トベンチにインスタンシエート された個別モジュールにそれぞれ備
わっています。 これによ り、 波形ビューアーを用いてレーンのデータ  ス ト リームへ確実に移動できます。 データ  ス
ト リームは、 TX および RX パスの両方がリセッ ト される と開始されます。 K28.5 (/K/) シンボルが送信される と、 ト
ランシーバーはビッ ト  アライ メン ト を実行します。

K28.0 (/R/)、 K28.3 (/A/)、 およびデータだけから成る  ILA タ イプのシーケンスが送出される と、 テス トベンチは 32
ビッ ト境界に揃えられます。 テス トベンチは、 指定したコア ク ロ ッ ク  サイクル間実行し続けます。

重要 : IP パラ メーターを変更する場合は、 IP を リ コンフ ィギュレーシ ョ ンしてサンプル デザインを生成し直す必要
があ り ます。
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付録 A

検証、 互換性、 相互運用性
JESD204 コアは、 シ ミ ュレーシ ョ ンおよびハード ウェア テス トの両方を使用して検証済みです。

シミ ュレーシ ョ ン
コアの検証には、 高度にパラ メーター指定可能な ト ランザクシ ョ ン ベースのシ ミ ュレーシ ョ ン テス ト手法が用いら
れています。 テス トには、 次の項目が含まれます。

• スク ランブルとアライ メン ト

• 同期の損失および回復

• フレーム送信

• フレーム受信

• エラー状態からの回復

ハードウェア テスト
コアは、 ザイ リ ンクスの数多くのハード ウェア テス ト  プラ ッ ト フォームおよび外部のハードウェア ベンダーとの相
互運用性テス トで使用されています。
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付録 B

デバッグ
この付録では、 ザイ リ ンクス  サポート  ウェブサイ ト よ り入手可能な リ ソースおよびデバッグ ツールについて説明し
ます。

ザイリンクス ウェブサイ ト
JESD204 PHY を使用した設計およびデバッグでヘルプが必要な場合は、ザイ リ ンクス  サポート  ウェブ ページから製
品の資料、 リ リース  ノート 、 アンサーなどを参照するか、 テクニカル サポートでケースを開いてください。

資料

この製品ガイ ドは JESD204 PHY に関する主要資料です。 このガイ ド並びに全製品の設計プロセスをサポートする資料
はすべて、 ザイ リ ンクス  サポート  ウェブ ページ (http://japan.xilinx.com/support) またはザイ リ ンクスの Documentation
Navigator から入手できます。

Documentation Navigator は、 ダウンロード  ページ (http://japan.xilinx.com/download) の [デザイン ツール] タブからダウ
ンロードできます。 このツールの詳細および機能は、 インス トール後にオンライン ヘルプを参照して ください。

アンサー

アンサーには、 よ く発生する問題についてその解決方法、およびザイ リ ンクス製品に関する既知の問題などの情報が
記載されています。アンサーは、ユーザーが該当製品の最新情報にアクセスできるよ う作成および管理されています。

このコアに関するアンサーの検索には、 ザイ リ ンクス  サポート  ウェブ ページにある検索ボッ クスを使用します。 よ
り的確な検索結果を得るには、 次のよ うなキーワードを使用してください。

• 製品名

• ツールで表示される メ ッセージ

• 問題の概要

検索結果は、 フ ィルター機能を使用してさ らに絞り込むこ とができます。

JESD204 PHY コアに関するマスター アンサー

AR : 61911
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付録 B : デバッグ

テクニカル サポート

ザイ リ ンクスは、 製品資料の説明に従って使用されている  LogiCORE™ IP 製品に対するテクニカル サポート を 
japan.xilinx.com/support で提供しています。資料で定義されていないデバイスにインプリ メン ト した り、許容されてい
る範囲を超えてカスタマイズした り、 あるいは 「DO NOT MODIFY」 と されているデザイン セクシ ョ ンに変更を加え
たり した場合、 タイ ミ ング、 機能、 製品サポートは保証されません。

テクニカル サポートへのお問い合わせ方法は、 次のとおりです。

1. http://japan.xilinx.com/support にアクセスします。

2. 「その他のリ ソース」 の下の [ウェブケースを作成] リ ンクをク リ ッ ク し、 ウェブケースを開きます。

ウェブケースを作成する際は、 次の情報を含めてください。

• パッケージおよびデバイス  スピード  グレードを含むターゲッ ト  FPGA の情報

• 該当するすべてのザイ リ ンクス  デザイン ツールとシ ミ ュレータのソフ ト ウェア バージ ョ ン

• 問題によっては、ファ イルの追加を求められる場合があ り ます。ウェブケースに含める特定ファイルについては、
この資料の関連セクシ ョ ンを参照して ください。

注記 : すべての問題がウェブケースの利用対象になるわけではあ り ません。 ウェブケース  ツールにログインしてサ
ポート  オプシ ョ ンを確認してください。
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デバッグ ツール
JESD204 PHY デザインの問題を解決するには、数多くのツールを利用できます。 さまざまな状況をデバッグするのに
有益なツールを理解しておく こ とが重要です。

Vivado ラボ ツール

Vivado® ラボ ツールは、 Logic Analyzer (ILA) および Virtual I/O (VIO) コアをユーザーのデザインに直接挿入します。
Vivado ラボ ツールを使用する と、 ト リガー条件を設定して、ハード ウェアでアプリ ケーシ ョ ンおよび統合ブロ ッ クの
ポート信号をハード ウェアに取り込むこ とができます。 取り込まれた信号は、 その後解析できます。 Vivado IDE のこ
の機能は、 ザイ リ ンクス  デバイスで実行されるデザインの論理デバッグおよびバリデーシ ョ ンに使用されます。

Vivado ロジッ ク解析は次の論理デバッグ LogiCORE IP コアと共に使用されます。

• ILA 2.0 (およびそれ以降のバージ ョ ン)

• VIO 2.0 (およびそれ以降のバージ ョ ン)

詳細は、 『Vivado Design Suite ユーザー ガイ ド  : プログラムおよびデバッグ』 (UG908) [参照 8] を参照してください。

リファレンス ボード

JESD204 PHY はさまざまなザイ リ ンクス開発ボードでサポート されています。これらのボードを使用してデザインの
プロ ト タイプを作成し、 コアがシステムと通信できるよ うにします。

7 シリーズ FPGA 評価ボード

• AC701

• KC705

• ZC706

• VC709
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シ ミ ュレーシ ョ ン  デバッグ
図 B-1 に、 Questa® SIM によるシ ミ ュレーシ ョ ンのデバッグ フローを示します。 ほかのシ ミ ュレータについても、 同
様の方法が使用できます。

X-Ref Target - Figure B-1

図 B-1 : Questa SIM のデバッグ フロー図
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ハードウェアのデバッグ
ハードウェアの問題は、 リ ンク立ち上げ時の問題から、 何時間ものテス トの後に発生する問題までさまざまです。 こ
こでは、 一般的な問題のデバッグ手順を説明します。 Vivado ラボ ツールは、 ハード ウェア デバッグに有益な リ ソー
スです。 次の各セクシ ョ ンに示す信号を Vivado ラボ ツールでプローブするこ とで、 個々の問題をデバッグできます。

汎用チェ ック

• インプリ メンテーシ ョ ン時に、 コアに対するすべてのタイ ミ ング制約が満たされているこ とを確認します。

• すべてのクロ ッ ク  ソースがク リーンで、特に ト ランシーバーの基準クロ ッ クが GTX/GTH/GTP ト ランシーバーの
要件を満たしているこ とを該当する  FPGA データシートから確認します。

• Vivado ラボ ツールを使用するか信号を予備ピンへ配線し、 すべての GTX/GTH/GTP ト ランシーバー PLL がロ ッ
ク しているこ とを QPLLLOCK_OUT または CPLLLOCK_OUT ポート をモニターして確認します。

• 新規の GTX/GTH/GTP ト ランシーバーを生成し直す場合は、 新しい ト ランシーバーの基準クロ ッ クがデザインの
基準クロ ッ ク と一致するこ とを確認します。
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付録 C

その他のリソースおよび法的通知

ザイリンクス リソース
アンサー、 資料、 ダウンロード、 フォーラムなどのサポート  リ ソースは、 ザイ リ ンクス  サポート  サイ ト を参照して
ください。

参考資料
次の資料は、 この製品ガイ ドの補足資料と して役立ちます。

1. 『Serial Interface for Data Converters』 (JESD204B)

2. 『JESD204 製品ガイ ド』 (PG066)

3. 『Vivado Design Suite ユーザー ガイ ド  : IP インテグレーターを使用した IP サブシステムの設計』 (UG994)

4. 『Vivado Design Suite ユーザー ガイ ド  : IP を使用した設計』 (UG896)

5. 『Vivado Design Suite ユーザー ガイ ド  : 入門』 (UG910)

6. 『Vivado Design Suite ユーザー ガイ ド  : ロジッ ク  シ ミ ュレーシ ョ ン』 (UG900)

7. 『ISE から  Vivado Design Suite への移行ガイ ド』 (UG911)

8. 『Vivado Design Suite ユーザー ガイ ド  : プログラムおよびデバッグ』 (UG908)

9. 『Vivado Design Suite ユーザー ガイ ド  : インプリ メンテーシ ョ ン』 (UG904)

10. 『UltraScale アーキテクチャ  GTH ト ランシーバー ユーザー ガイ ド』 (UG576)

11. 『7 シ リーズ FPGA GTX/GTH ト ランシーバー ユーザー ガイ ド』 (UG476)

12. 『7 シ リーズ FPGA GTP ト ランシーバー ユーザー ガイ ド』 (UG482)

13. 『Artix-7 FPGA データシート 』 (DS181)

14. 『Kintex-7 FPGA データシート 』 (DS182)

15. 『Virtex-7 T および XT FPGA データシート 』 (DS183)

16. 『Kintex UltraScale アーキテクチャ  データシート 』 (DS892)

17. 『Virtex UltraScale アーキテクチャ  データシート 』 (DS893)
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付録 C : その他のリソースおよび法的通知

改訂履歴
次の表に、 この文書の改訂履歴を示します。

法的通知
The information disclosed to you hereunder (the “Materials”) is provided solely for the selection and use of Xilinx products. To the maximum extent
permitted by applicable law: (1) Materials are made available "AS IS" and with all faults, Xilinx hereby DISCLAIMS ALL WARRANTIES AND
CONDITIONS, EXPRESS, IMPLIED, OR STATUTORY, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO WARRANTIES OF MERCHANTABILITY,
NON-INFRINGEMENT, OR FITNESS FOR ANY PARTICULAR PURPOSE; and (2) Xilinx shall not be liable (whether in contract or tort,
including negligence, or under any other theory of liability) for any loss or damage of any kind or nature related to, arising under, or in connection
with, the Materials (including your use of the Materials), including for any direct, indirect, special, incidental, or consequential loss or damage
(including loss of data, profits, goodwill, or any type of loss or damage suffered as a result of any action brought by a third party) even if such
damage or loss was reasonably foreseeable or Xilinx had been advised of the possibility of the same. Xilinx assumes no obligation to correct any
errors contained in the Materials or to notify you of updates to the Materials or to product specifications. You may not reproduce, modify, distribute,
or publicly display the Materials without prior written consent. Certain products are subject to the terms and conditions of Xilinx’s limited warranty,
please refer to Xilinx’s Terms of Sale which can be viewed at http://www.xilinx.com/legal.htm#tos; IP cores may be subject to warranty and support
terms contained in a license issued to you by Xilinx. Xilinx products are not designed or intended to be fail-safe or for use in any application
requiring fail-safe performance; you assume sole risk and liability for use of Xilinx products in such critical applications, please refer to Xilinx’s
Terms of Sale which can be viewed at http://www.xilinx.com/legal.htm#tos.

© Copyright 2014 Xilinx, Inc. Xilinx, the Xilinx logo, Artix, ISE, Kintex, Spartan, Virtex, Vivado, Zynq, and other designated brands included
herein are trademarks of Xilinx in the United States and other countries. All other trademarks are the property of their respective owners.

この資料に関するフ ィードバッ クおよびリ ンクなどの問題につきましては、 jpn_trans_feedback@xilinx.com まで、 または各ページの

右下にある  [フ ィードバッ ク送信] ボタンをク リ ッ クする と表示されるフォームからお知らせください。 フ ィードバッ クは日本語で

入力可能です。 いただきましたご意見を参考に早急に対応させていただきます。 なお、 このメール アドレスへのお問い合わせは受

け付けており ません。 あらかじめご了承ください。

日付 バージョ ン 内容

2014 年 10 月 1 日 1.0 初版
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